
■

￣■二J戸

■※
各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」

の
「
・
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ

て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
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□
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※
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汁
蝋
巾
弧
猷
汕
吋
曹
口
一
冊
４
一
ｍ
］
辱
汁
盛
Ｊ
・
鮮
刊
餅
蝿
側
側
ぐ
ぺ
〈
祇
映
ご
・
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の
順
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は
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わ
な
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(1)

新
し
く
委
員
に
な
っ
た
五
年
生
は
、

～
（
中
略
）
～

◎

～

０（
中
略
）

だ
か
ら
、

教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た

。

～

そ

『
７

に

し

て

、、

た

ぽ

〈

は

、

一
」

れ

ま

、
剛
閏
鬮
同
鳳
圏
の
役
員
を
決
め
る
話
し
合
い
を
し
た
。
ロ
川
Ⅲ
Ⅲ
ｈ
ｕ
圀
胤
長
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
風
剛
Ⅲ
Ⅲ
閥
圓
に
な
っ
た
五
年
生
は
、
放
送
機
器
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
不
安
そ
う
に
し
て
い

た
の
で
、
ぼ
く
は
、
こ
れ
ま
て
の
経
験
を
生
か
し
て
い
ろ
い
ろ
な
一
』
と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
＠

￣

(3) (2) (1)

弍
」
い
‐
し
ゅ
』
７

し
そ
ん

け
ん

￣

￣

(3) (2) (1)

談
．

（
け
る
）

停
車
～

焼

ヴ

（
く

）

５ ２
イ ア

１ ２

イ ア

Ｓ １

￣

￣

￣

３ ４



回 Ｉ
田

※
の
蕊
舗
獅
篭
謬
識
薊
馳
⑩
蜜
辮
哉
に
露
帖
戦
藍
導
鍔
舗
舗
、
灘
ナ

て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
Ｉ

[1879（明治12）年ごろ］

海ﾀﾄから塩藍酸カリウムなどが輸入される

→
・
ひ
二

※
壷
据
蝋
伽
瓶
蹄
抑
＃
蜜
少
】
鴨
竺
、
一
辱
汁
鍬
Ｊ
・
蝉
刊
啼
噸
叫
刺
ご
州
〈
袖
肚
乞
。

！
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【
※◆の印紛、ら者撤しよう．とち巾うて狩逹変えない冠続けて巻きまし上う゜

打ち上げ花火は〆およそ４００年もの歴史を

もった，日本のすばらしい伝統といえます。■駈匪一昨一
一
が
一
一
色
一
一
作
一

一凹面一脚一
一
開
一
一
中
一
一
大
一

ｒ
Ｌ
Ｔ
‐
‐
Ｌ
ｒ
‐
‐
Ｌ

一”‐一一側「一耐一
１
４
丁
‐
‐
上
Ｔ
１

－
型
菫
主
竺
ル
ー

Ｔ
Ｉ
Ｌ
ｒ
‐
‐
‐
‐
』
Ｔ
‐
‐
‐
」

一‐し‐、‐－－１池一一，ローー
ー
は
―
―
す
一
一
ラ
｜

願
］
轍
］
研
］

｜
在
一
一
い
一
一
だ
－

Ｔ
ｌ
上
Ｔ
‐
Ｉ
上
Ｔ
ｉ
１

－
鋭
悪
で
一
一
つ
一

iＩ

回
の
解
答
ら
ん
は
、
蕊
蹴
に
あ
り
ま
す
。
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￣

川
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州
川
Ⅱ
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川
川
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Ⅱ
Ⅱ
洲
Ⅱ
Ⅱ
細
川
Ⅱ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
川
湘
Ⅱ
洲
川
Ⅱ
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Ⅱ
川
蠅
州
Ⅱ
洲
川
棚
川
Ⅱ
艸
川
附
舳
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鯏
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Ｍ
汁
Ⅱ
Ⅱ
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Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｗ
Ｍ
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『
‐
１
０
０
‐
１
‐
‐
‐
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‐
‐
０
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汽
」
ん
一
土

－
１
可‐函劃‐輔，罫’『川‐一

考
｝え

缶已一
を
受

｜
け
一
一
一
一

士
》
わ
、
一
所

回さまざまな

色や明るさの打ち上げ花火を作るこ
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とがでさるようにな -つ た ◎

わ’た
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し は Ｕ

そ

将
」

わの
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巳 ￣

Ｃ
■
し
■
■
Ⅱ
０

回

｛
。
①
Ⅳ

､
《
こ
こ
か
ら
右
に
は
解
答
を
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
）

〈
こ
こ
か
ら
左
に
は
解
答
を
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
》

国
語
曰

6

十

へ

￣

※
各
設
問
の
正
答
の
条
件
、
他
の
解
答
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「
Ⅲ
調
査
問
題
の
解
説
」

の
「
解
答
類
型
」
等
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
点
や
学
習
指
導
の
改
善
等
に
当
た
っ

て
は
そ
ち
ら
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。

－

－
￣

本
間
さ
ん
が
書
い
た
す
い
せ
ん
文

花
田
さ
ん
が
書
い
た
す
い
せ
ん
文

Ｓ 5

ｒ
‐ 7 ｜
回
同
じ
作
者
の
作
品
を
読
む
こ
と
で
、
お
気
に
入
り
の
作
品
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
か
ら
。

イ

④

み
返
し
た
こ
と
で
穴
青
い
け
お
り
に
こ
め
ら
れ
た
意
沫
を
少
し
理
解
で
き
た
よ
う

な
気
が
す
る
か
ら
。

図
こ
の
物
語
が
ど
の
よ
う
に
続
く
の
か
想
像
し
な
が
ち
、
最
後
の
部
分
を
何
度
も
読

ア

●

図
物
語
の
作
者
に
注
目
し
て
本
や
文
章
を
読
ん
だ
経
験
が
な
い
入


